
ORIENTATION / 午前 座学

生成AIの基礎と、現場で動いている事例
午前は、生成AIがどんな仕組みで文章を作るのかを運用保守の言葉で押さえます。あわせ

て、製造・物流・小売・金融・医療・自治体と、業種をまたいで実際に動いている使い方

を、公表値と出典つきで見ていきます。

2026年7月24日(金)・オンライン 午前 座学パート 運用保守の現場向け

午前のながれ

35分 生成AIの正体

次の言葉を予測する仕組み、得意・苦手、もっともらしい誤り。

35分 システム・RAG・エージェント

裏側の流れ、資料を渡して答えさせる、自律型の発展形。

35分 Microsoft 365 Copilotを知る

とは・得意と不得意・ファイル添付・エージェント機能。

40分 業種をまたぐ事例と動向

製造・物流・小売・金融・医療・自治体の公表値で規模感を見る。

25分 ガバナンス・リスク

入力・出力の勘どころ、著作権、ハルシネーション。

30分 プロンプトエンジニアリング2026

Microsoft公式の4要素と、効くコツ・失敗の型。

ORIENTATION 01

NID 生成AI初級+業務効率化WS
概論 Copilot 機能 事例 ガバナンス プロンプト



この研修で目指すこと

一日の終わりに、皆さんが普段こなしている運用保守の仕事の中から「これは生成AIに手伝って

もらえそうだ」という作業を、自分の言葉で最低ひとつ挙げられる状態を目指します。

午前は座学で生成AIの仕組みと他社の使い方を知り、午後は実際にブラウザのチャットAIに

文章を作らせる体験をします。プログラミングの知識は一切要りません。日本語で指示を書

いて、返ってきた文章を直していく。それだけです。

背伸びは不要です

AIを使いこなす達人になる研修ではありません。日々の報告書づくりや手順書の整備が少し楽にな

る、その入口に立つことがゴールです。

ORIENTATION 02

午前 座学

仕組みを知る

生成AIとは何か、どういう仕組みで動くか、

他社がどう使って成果を出しているかを知

ります。

午後 ワーク

手を動かす

月次報告書・運用手順マニュアル・障害一

次報告の3つを題材に、チャットAIで下書き

を作らせます。

持ち帰り

明日から試す

自分の担当業務でAIを使える箇所を書き出

し、明日から試せる状態にして帰ります。



生成AIの正体

生成AIは、大量の文章を学習して「次に来そうな言葉」を予測し続けることで、文章を作り出す

仕組みです。検索エンジンのように決まった答えを探してくるのではなく、その場で文を組み立

てて返します。

サーバが

次に来る言葉を確率で選ぶ

再起動しました　41%

応答しません　23%

高負荷です　12%

選ばれた語を末尾に足す

サーバが 再起動しました

一語増えた文で

もう一度予測

これを何度も繰り返して一文にする

生成AIは入力された言葉の続きを確率で選び、それを繰り返すことで一文を作り上げています。

02.1 何をしているのか

皆さんがスマホで文字を打つとき、変換候補が出てきます。あの「次の言葉の予測」を、桁

違いに大規模にしたものだと考えてください。「サーバが」と入力されたら、学習した膨大

な文章から「再起動しました」「応答しません」といった続きを確率的に選び、一語ずつつ

ないで文章にします。だから自然な日本語が返ってきます。

02.2 得意なことと苦手なこと

得意 苦手

箇条書きのメモを整った文章に整形す

る

社内システムの最新状況など、学習していない事実を答え

る

長い文章を要約する・言い換える 計算や日付の厳密な処理（間違えることがある）

文章の体裁を整える・誤字を直す 「絶対に正しい」と保証すること



得意 苦手

たたき台を素早く作る 社内固有のルールや用語を勝手に正しく扱うこと

02.3 運用現場での身近な使いどころ

難しく考える必要はありません。普段「文章を書く・直す・まとめる」作業はどれも候補で

す。アラート内容をお客様向けの言葉に直す、長い障害対応ログから報告に使う要点を抜

く、英語のマニュアルをざっと和訳して概要をつかむ。こうした下ごしらえをAIに任せ、人

は判断と仕上げに時間を使う、という分担が現実的です。

運用の場面 AIに任せられる下ごしらえ

月次の作業報告をまとめる 箇条書きのメモを定型の報告文に整形する

手順書を新しく書く 口頭で説明した内容を手順の文章に起こす

障害の一次連絡を出す 事実メモから連絡文の下書きを作る

過去の対応を振り返る 長い対応ログを時系列の要約にする

それらしい嘘をつくことがあります

生成AIは「もっともらしい続き」を作るのが仕事なので、知らないことでも自信ありげに答えま

す。これをハルシネーション（もっともらしい誤り）と呼びます。出てきた内容、特に数字や固有

名詞は、人が必ず確認してください。
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チャット画面の裏側

皆さんがブラウザで使うチャット画面の裏側では、いくつかの部品が連携しています。仕組みの

全体像を知っておくと、なぜ社内情報を答えられないのか、なぜ会社で使うサービスが指定され

るのかが腑に落ちます。

あなた

指示文を書く

チャット画面 大規模言語モデル

次の言葉を予測して

文章を生成

返ってきた文章

読む → 直す

→ もう一度指示する
最初の返答は7割の出来。往復で仕上げる

生成AIとのやり取りは一度で完成させようとせず、返ってきた文章を読んで指示を繰り返すことで精度

が上がっていきます。

03.1 言葉の整理

LLM

大規模言語モデル

生成AIの頭脳にあたる部分。学習済みの

「言葉の予測装置」そのものを指します。

Chat UI

チャット画面

皆さんが文字を打ち込む入口。裏のLLMに

指示を渡し、返答を画面に出します。

Prompt

指示文

AIへの依頼の文章。何を、どんな形で、誰向

けに作るかを書くほど精度が上がります。

Token

トークン

AIが文章を区切って扱う単位。一度に読める

量に上限があり、長すぎる資料は分割が要

ります。



03.2 一回のやり取りの流れ

あなた（指示文を書く）

   |

   v

チャット画面  ──→  大規模言語モデル（次の言葉を予測して文章を生成）

   ^                        |

   └────────────────────────┘

   返ってきた文章を読む → 直す → もう一度指示する（往復を何度か繰り返す）

一発で完成させようとしない

最初の返答は7割の出来だと思って構いません。「ここをもっと簡潔に」「箇条書きにして」と追加で

指示する往復が、仕上がりを決めます。
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資料を読ませて答えさせる仕組み

標準のチャットAIは社内の手順書や設定情報を知りません。そこで「答えさせたい資料をその場

で読ませてから答えてもらう」仕組みがRAGです。読み込ませて、それを根拠に答えさせる、と

覚えてください。

質問

アラート時の一次対応は？

関連しそうな社内文書を探して取り出す

（ベクトル検索・キーワード検索などを組み合わせて）

運用手順書

過去の対応記録

取り出した文書 ＋ 質問をまとめて

モデルへ渡す

渡された文書を根拠に回答を生成

「手順書 3-2 に従い、まず監視ツールで

原因を切り分けてください…」

学習していない社内情報も、

渡せばその範囲で答えられる

午後の

ワークは

これを手

作業で

（資料を

貼って

頼む）

RAGは「探す→まとめて渡す→答える」の3ステップで、学習していない社内情報にも対応できます。

04.1 なぜ必要か

たとえば「うちの監視ツールでアラートが鳴ったときの一次対応は」とそのまま聞いても、

AIは貴社のルールを学習していないので答えられません。手順書の文章を一緒に渡して「こ

の内容をもとに整理して」と頼めば、その範囲で答えてくれます。これがRAGの考え方で

す。

質問「アラート時の一次対応は？」

   |



   v

関連しそうな社内文書を探して取り出す（運用手順書・過去の対応記録）

   |

   v

取り出した文書 + 質問をまとめてLLMに渡す

   |

   v

渡された文書を根拠に回答を生成

04.2 今日のワークとの関係

本格的なRAGの仕組みを社内に作るのはエンジニアの仕事です。皆さんが今日体験するの

は、その簡易版です。手順書やメモをチャット画面に貼り付けて「この内容をもとに報告書

にして」と頼む。資料を渡してから答えさせるという点で、考え方はRAGと同じです。

貼り付ける情報には注意

顧客名や個人情報、社外秘の構成情報をチャットに貼ってよいかは、貴社の社内ルールに従ってく

ださい。判断に迷う情報は、ダミーに置き換えてから使うのが安全です。
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一問一答のAIと、任せて動くAI

チャットAIは「聞かれたら一回答える」道具です。エージェントは、目標を渡すと自分で手順を

考え、複数の作業を順番にこなしてくれる一段進んだ使い方を指します。

チャットAI

指示

「このエラーの意味を教えて」

一回の回答

「このエラーは〜を意味します」

やり取り終了

聞かれたら答えて終わり

AIエージェント

目標

「一次切り分けまで進める」

手順1

ログ確認

外部

ツール

手順2

原因の絞り込み

外部

ツール

手順3

対処案の提示

外部

ツール

外部ツールを

呼び出せる

今日はエージェントは作りません。地図として持っておいてください。

チャットAIは一問一答で完結しますが、AIエージェントは目標を受け取ると自律的に手順を分けて処理

を進めます。

05.1 チャットとエージェントの違い

観点 チャットAI AIエージェント

渡すもの ひとつの指示 達成したい目標

動き方 一回答えて終わり 手順を分解し、順に実行する

道具の利用 基本は文章のやり取りのみ 外部ツールやシステムを呼び出せる

運用での例 報告文を整える アラート検知から一次切り分けまで一連で進める

05.2 運用保守との接点

業界では、障害が起きてから人が動く受け身の運用から、予兆を検知して自動で初動を取る

能動的な運用へ移る動きが進んでいます。生成AIとエージェントを組み合わせ、SREが「AI



と人の協調体制を設計する役割」へ移っていく、という観測が出ています。

今日はエージェントは作りません

エージェントの構築はエンジニア向けの別研修の領域です。ここでは「チャットの先にこういう発

展形がある」という地図を持っておいてください。午後のワークはチャットAIの範囲で進めます。

SOURCES

ニイ・アンド・ディ コラム 生成AIと運用保守 ARK Systems 技術ブログ 自律型SRE
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Microsoft 365 Copilotとは

本研修で使う Microsoft 365 Copilot は、Word・Excel・PowerPoint・Outlook・Teams など普

段のアプリに組み込まれたAIです。いま開いているアプリの文脈に沿って、文章の下書き・要

約・整形を手伝います。

どこで使う

Officeアプリの中で完結

Wordでドラフト作成、Excelで数式提案、

Outlookでメール要約、Teamsで会議要約。

ブラウザのCopilotチャットからも使えま

す。

社内データ

Microsoft Graphで参照

自分がアクセス権を持つメール・ファイ

ル・チャット・会議を踏まえて回答します。

表示されるのは本人がアクセスできる範囲

だけです。

データ保護

エンタープライズデータ保護

入力した内容・応答・参照したデータは基

盤モデルの学習に使われません。テナント

は分離され、保存時・通信時に暗号化され

ます。

https://ximix.niandc.co.jp/column/how-will-generative-ai-transform-it-operations-and-maintenance
https://devlog.arksystems.co.jp/2025/08/20/22779/


ライセンスについて

本研修は有料版（Microsoft 365 Copilot のアドオン、2026年6月時点で1ユーザー月額30米ドルが基

準）を会社が用意します。受講者が個別に準備する必要はありません。

SOURCES

Microsoft Learn: Microsoft 365 Copilot とは

Microsoft Learn: エンタープライズ データ保護

Microsoft 365 Copilot 価格（エンタープライズ）
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Copilotの得意と不得意

道具の得意・不得意を知っておくと、任せどころと、人が確かめるべきところの線引きができま

す。

強み 弱み・制約

社内データ連携（自分の権限内のメール・ファイ

ルを根拠に回答）

ハルシネーション（もっともらしい誤り）が起

こりうる

Word・Excel・Outlook・Teamsなどアプリ内で完

結

参照できるのはテナント内かつ自分にアクセス

権のある範囲のみ

権限・機密ラベル・監査を引き継ぐデータ保護 最新の外部事実は不得手（Web検索で補完）

入力・応答は基盤モデルの学習に使われない
出力の正しさは人が確認する前提。利用にはラ

イセンスが要る

https://learn.microsoft.com/en-us/microsoft-365/copilot/microsoft-365-copilot-overview
https://learn.microsoft.com/en-us/microsoft-365/copilot/enterprise-data-protection
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365-copilot/pricing/enterprise


現場が誤解しやすい2点

(1)「Copilotが社内の全データを見ている」は誤解で、参照できるのはアクセス権のある範囲だけ

です（逆に共有設定が緩いと範囲が広がりすぎる点に注意）。(2)「最新ニュースや外部の最新事実

をいつでも正確に答える」も誤解で、外部の最新情報はWeb検索の範囲です。

SOURCES

Microsoft Learn: Microsoft 365 Copilot とは Microsoft Learn: エンタープライズ データ保護
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ファイル添付とエージェント機能

運用の現場で効く2つの機能を押さえます。手元の資料を読ませる「ファイル添付」と、決まっ

た仕事を任せる「エージェント」です。

＋
ファイルを追加

ボタンを押す

STEP 1

Word / Excel / PDF

からファイルを選ぶ

STEP 2

そのファイルについて

質問する

STEP 3

有料版は1回の指示で最大 512 MB まで添付できます

Copilotでファイルを添付して質問する際の操作の流れを示しています。

08.1 ファイル添付

チャットに Word・Excel・PDF などを添付し、その中身を踏まえて回答させられます。＋

（ファイルを追加）からファイルを選び、そのファイルについて質問するだけです。有料版

では1回の指示で最大512MBまで添付できます。

運用での使いどころ やること

手順書・設定ドキュメント 添付して要点を要約・整形させる

障害対応ログ・レポート 添付して報告に使う要点を抜き出す

長いメールスレッド 添付して論点と決定事項を整理させる

https://learn.microsoft.com/en-us/microsoft-365/copilot/microsoft-365-copilot-overview
https://learn.microsoft.com/en-us/microsoft-365/copilot/enterprise-data-protection


午後のワークでも使えます

午後の演習はメモを貼り付けて進めますが、同じ内容をファイルにして添付しても構いません。長

い資料ほど添付が楽です。

08.2 エージェント機能

エージェントは、特定の業務に特化させたAIアシスタントです。情報の取得・要約に加え

て、決まった手順の実行まで任せられます。ヘルプデスクの問い合わせ対応、ドキュメント

要約、調査レポート作成などに向きます。

今日は「知る」までで十分

エージェントの構築は次の段階です。今日は「Copilotには調べる・分析する・任せる機能がある」

と知っておけば十分です。まずは午後のワークで基本のチャットに慣れましょう。

SOURCES

Microsoft Support: 対応ファイル形式

Microsoft Learn: ファイルアップロードの管理

Microsoft Learn: Copilotのエージェント概要

Microsoft 365 Blog: Researcher と Analyst

作る

ノーコードで作れる

Copilot Studio や Agent Builder を使えば、

開発者でなくても指示・参照データ・アクシ

ョンを設定してエージェントを作れます。

Researcher

調査エージェント

複数ステップの調査を行い、Webと自分の

業務データの両方から出典付きのレポート

を作ります。

Analyst

分析エージェント

データ分析を順を追って進めるエージェン

ト。Copilotアプリの「Agents」から呼び出

して使えます。

https://support.microsoft.com/en-us/microsoft-365-copilot/file-formats-supported-by-microsoft-365-copilot
https://learn.microsoft.com/en-us/copilot/microsoft-365/microsoft-365-copilot-file-upload-control
https://learn.microsoft.com/en-us/microsoft-365/copilot/extensibility/agents-overview
https://www.microsoft.com/en-us/microsoft-365/blog/2025/03/25/introducing-researcher-and-analyst-in-microsoft-365-copilot/


ORIENTATION 09

業種をまたぐ活用事例

製造の点検報告、物流の作業記録、小売の販促文、金融の照会対応、自治体の文書作成、医療の

記録づくり。業種は違っても、生成AIが入り込んでいるのは「書く・調べる・答える」業務で

す。ここでは実在企業の公表値だけを取り上げ、出典を併記します。運用保守に近いIT・SIの事

例も並べています。

09.1 業種横断マップ

今日紹介する事例を業種で俯瞰します。生成AIを当てている業務は、どの業種でも「文書作

成」「問い合わせ対応」「記録・報告」に集中しています。皆さんの運用保守業務と重なる部

分がどこか、探しながら見てください。

生成AIに任せている

下ごしらえ

文章を書く

要点を探す

長文を要約する

製造

日立インダストリアル

規格確認 約80%短縮

物流

日本郵政

マニュアル検索ミニアプリ70本超

小売

セブン&アイ

販促メール制作を内製化

金融

JCB

Copilotで月6時間/人 削減

医療

藤田医科大学病院

退院サマリー約1,000時間短縮

自治体

日進市

年間約858時間削減

業種は違っても、任せている作業は運用保守の報告書づくり・手順整備と地続きです

業種が異なっていても、生成AIに任せている作業の中身は、運用保守現場の報告書づくりや手順整備と

地続きです。



製造

点検報告・技

術ナレッジ・

品質文書

物流・運輸

問い合わせ対

応・作業記

録・手順書

小売・流通

販促文作成・

問い合わせ対

応・レポート

金融・保険

照会対応・議

事録・稟議/報

告文書

自治体・公

共

窓口対応・文

書作成・通知/

議事録

医療・ヘル

スケア

記録/報告作

成・問い合わ

せ・院内ナレ

ッジ

IT・SI

開発・提案書

作成・運用/障

害対応

約80%
日立インダストリアルプロダ

クツ 製造規格の確認時間削減

（1回5分→1分）

約40%
東京海上日動 代理店照会1件

あたりの対応時間削減

約858時間
愛知県日進市 年間の業務時間

削減（2024年度実績）

6時間/月
JCB 社員1人あたりの削減（上

位5用途の合計）



09.2 製造業

09.3 物流・運輸

製造 / 技術ナレッジ・品質文書

日立インダストリアルプロダクツ｜

製造規格の確認と仕様書レビュー支

援

全社・工場別・部門別の3層構造の社内規格

文書をLLMに参照させ、自然言語で問い合

わせる「製造規格確認支援AI」を導入。あ

わせて英語仕様書の翻訳と要チェック項目

の自動抽出も実装しました。規格確認は1回

あたり約5分から約1分へ短縮し（約80%削

減）、仕様書レビューは1件あたり約30時間

から約18時間へ短縮（約40%削減）。ベテラ

ン不在でも若手が規格を正確に参照できる

体制が整いました。2024年12月導入。（日立

システムズ 導入事例）

製造 / 顧客対応・初報レポート

日立製作所 大みか事業所｜品質保証

の問い合わせ対応の下書き自動化

品質保証部門で、熟練者の暗黙知をプロン

プトに落とし込み、類似事例の自動検索と

初報レポートのドラフト自動生成を実現。

問い合わせ対応に必要な情報の検索時間を

約9割、レポート作成時間を8割以上削減し

ました。熟練者が不在でも若手が初動対応

できるようになり、2026年度には電力・上

下水道の分野へ適用を拡大する予定です。

2024年10月〜2025年3月に実証。（日立製作

所 プレスリリース）

物流 / 窓口の問い合わせ対応

日本郵政｜局員向けの回答支援とマ

ニュアル検索アプリ

Azure OpenAI Serviceを基盤にした社内生成

AIポータルを構築し、郵便局員向けに顧客

問い合わせの回答支援と業務マニュアルか

らの情報抽出を提供。半年間で70本以上の

ミニアプリを社内で開発しました。月間の

実行回数は2万回を超え、週100回以上使う

ヘビーユーザーが130名を超過。利用者アン

ケートでは回答者の80%が業務効率への効

果を実感しています。（Microsoft Customer

Stories）

物流 / 作業記録・ナレッジ横断検索

鴻池運輸｜拠点に分散した作業ナレ

ッジの横断検索

物流・製造・医療・空港など業態の異なる

拠点に分散していた作業手順書や点検記録

を、Amazon BedrockとKendraを使った

RAG構成で横断検索できる社内チャットを構

築。着手から本番実装まで約4か月でした。

用語や記録フォーマットが拠点ごとに違っ

ても類似作業を自然言語で照合でき、検索ア

クセスは従来比約8倍に増加。回答内容の検

証テスト100件のうち95件が合格していま

す。（AWS ブログ）

https://www.hitachi-systems.com/case/manufacturing/2509/
https://www.hitachi-systems.com/case/manufacturing/2509/
https://www.hitachi.com/ja-jp/press/articles/2025/06/0626/
https://www.hitachi.com/ja-jp/press/articles/2025/06/0626/
https://www.microsoft.com/ja-jp/customers/story/22819-japan-post-holdings-co-ltd-azure
https://www.microsoft.com/ja-jp/customers/story/22819-japan-post-holdings-co-ltd-azure
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/konoike-transport-genai-chat/


09.4 小売・流通

09.5 金融・保険

小売 / 文書作成・問い合わせ対応

ファミリーマート｜本部バックオフ

ィス業務での生成AI検証

Q&Aの自動回答、文書作成、要約、定型シ

ート作成、法令リスクの洗い出し、翻訳と

いう6領域で生成AIを検証。スーパーバイザ

ーから本部担当への問い合わせ対応やアン

ケート集計を対象に、プロジェクトメンバ

ー50名で2023年12月から3か月間取り組み

ました。対象業務では作業時間の約50%削

減が見込めることを確認しています（確定

実績ではなく検証に基づく見込み値）。（フ

ァミリーマート ニュースリリース）

小売 / 販促メールの文章作成

セブン&アイ・ホールディングス｜販

促メール制作の内製化

年間数百通に及ぶ会員向け販促メールの件

名と原稿を、生成AIとRPAで自動生成する仕

組みへ移行。従来は外部委託で制作リード

タイムが1か月かかっていましたが、メール

制作の33タスクのうち16タスクに生成AIを

適用して委託フローを廃止しました。リー

ドタイムは1か月から1週間に短縮し、年間

で約1万時間の業務を削減しています。

（TECH+（マイナビ）講演レポート）

金融 / 議事録・要約・情報検索

ジェーシービー（JCB）｜Microsoft

365 Copilotの全社導入

会議後の議事録生成、長文メールの要約、

社内規程の検索補助といった定型文書業務

にMicrosoft 365 Copilotを適用。2024年6月

の1,000ライセンスから同年10月には1,600

ライセンスへ拡大しました。月間の利用率

は83%（半年平均、2025年3月時点）に達

し、上位5用途の合計で社員1人あたり平均6

時間/月を削減。議事録作成だけでも1.4時

間/月の削減効果を確認しています。

（Microsoft Customer Stories）

保険 / 代理店からの照会対応

東京海上日動火災保険｜保険照会に

特化した応答AIの本格展開

約100万件の照会応答履歴を学習させた検索

AIと生成AIを組み合わせ、代理店からの問い

合わせに対して類似事例の検索と回答案の

生成を行う「AI Search Pro」を共同開発。

2024年11月に全営業部店と代理店ヘルプデ

スクへ本格展開しました。社員1件あたりの

照会応答時間を約40%削減し、自動車・火

災・傷害保険を含む約80〜90%のケースで

有用性を確認しています。（PKSHA

Technology プレスリリース）

https://www.family.co.jp/company/news_releases/2024/20240418_1.html
https://www.family.co.jp/company/news_releases/2024/20240418_1.html
https://news.mynavi.jp/techplus/article/20240611-2956274/
https://www.microsoft.com/ja-jp/customers/story/23634-jcb-co-ltd-microsoft-365-copilot
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000179.000022705.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000179.000022705.html


09.6 自治体・医療

09.7 IT・SI（運用保守に近い領域）

自治体 / 文書作成・業務自動化

愛知県日進市｜庁内でのChatGPT活

用と年間858時間の削減

ChatGPTを庁内で活用し、職員向けにプロ

ンプト集と活用事例集を整備。企画書・挨

拶文・メール文・SNS投稿文の作成に加

え、Excelマクロ用のVBAコード生成にも使

っています。2024年度には年間約858時間の

業務時間削減を達成し、利用した職員の

85%が効率化を実感しました。（自治体通信

Online（総務省事例集より））

医療 / 退院時サマリー作成

藤田医科大学｜退院時サマリー作成

の自動下書き

電子カルテに蓄積された検査・処置・薬

剤・経過記録を自動抽出し、退院時サマリ

ー（退院する患者ごとにまとめる記録文書）

を下書きするシステムをFIXERと共同開発。

2025年2月に6診療科で先行運用を開始し、

翌3月には31診療科へ拡大しました。1件あ

たり10〜15分かかっていた作成が数クリッ

クで完結し、導入3か月の累計短縮時間は約

1,000時間。医師の92%が業務効率化を実感

し、81%が満足と回答しています。（藤田医

科大学 ニュースリリース）

IT・SI / 開発工程への適用

NTTデータ｜SIプロジェクトへの生

成AI横展開

生成AIを使った生産技術をSI案件へ広げ、開

発工程全体に段階的に適用。2025年度は約

500プロジェクトへ適用し開発工程全体で

20%の生産性向上を目標に掲げ、2027年度

は適用比率を50%へ、生産性向上を40%

（最大70%）へ引き上げる計画です。（NTT

データ Data Insight）

IT・SI / 提案書作成の支援

SCSK・NEC｜提案書・リスク分析の

作成工数削減

SCSKは生成AIで提案書やドキュメント作成

を支援し、顧客向け提案の作成工数を約

40%削減しました。NECは社内向け生成AI基

盤を全社展開し、利用者は約2万人・一日約

1万回に到達。レピュテーションリスクの分

析と対策案作成では工数を80%削減してい

ます。提案書作成やリスク分析といった上

流の文書業務に適用が広がっています。

（SCSK 技術戦略 ／ NEC技報）

https://www.jt-tsushin.jp/articles/case/casestudy_generativeai-1
https://www.jt-tsushin.jp/articles/case/casestudy_generativeai-1
https://www.fujita-hu.ac.jp/news/vsfo8q000000286b.html
https://www.fujita-hu.ac.jp/news/vsfo8q000000286b.html
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2025/1201/
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2025/1201/
https://www.scsk.jp/sp/technology_strategy/ai.html
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g23/n02/230208.html


09.8 ここから読み取れること

業種は違っても、当てている業務は同じ

製造の点検報告、物流の作業記録、金融の照会対応、医療の記録づくり。並べてみると、どの業種

も生成AIを当てているのは身近な「文書作成」「問い合わせ対応」「記録・報告」でした。

皆さんの運用保守業務にも、手順書の検索、障害の初報作成、問い合わせへの一次回答とい

った同じ形の作業があります。効果を出せている企業とそうでない企業の差は、技術の高さ

より「自分の業務のどこに当てるか」を現場が見つけられるかどうかにあると言われていま

す。午後のワークでは、その使い所を一緒に探します。

SOURCES

日立システムズ 製造業向けアシスタントAI導入事

例

日立製作所 品質保証業務へのAIエージェント適用

Microsoft Customer Stories 日本郵政

AWS ブログ 鴻池運輸 社内ナレッジ共通知化

ファミリーマート ニュースリリース

TECH+（マイナビ）セブン&アイ 講演レポート

Microsoft Customer Stories JCB

PKSHA Technology 東京海上日動 AI Search Pro

自治体通信Online 生成AI活用事例（愛知県日進

市）

藤田医科大学 ニュースリリース

NTTデータ Data Insight

SCSK 技術戦略

NEC技報
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https://www.hitachi-systems.com/case/manufacturing/2509/
https://www.hitachi-systems.com/case/manufacturing/2509/
https://www.hitachi.com/ja-jp/press/articles/2025/06/0626/
https://www.microsoft.com/ja-jp/customers/story/22819-japan-post-holdings-co-ltd-azure
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/konoike-transport-genai-chat/
https://www.family.co.jp/company/news_releases/2024/20240418_1.html
https://news.mynavi.jp/techplus/article/20240611-2956274/
https://www.microsoft.com/ja-jp/customers/story/23634-jcb-co-ltd-microsoft-365-copilot
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000179.000022705.html
https://www.jt-tsushin.jp/articles/case/casestudy_generativeai-1
https://www.jt-tsushin.jp/articles/case/casestudy_generativeai-1
https://www.fujita-hu.ac.jp/news/vsfo8q000000286b.html
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2025/1201/
https://www.scsk.jp/sp/technology_strategy/ai.html
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g23/n02/230208.html


国内の広がり方

国内でも生成AIの業務利用は広がり、運用保守の現場にも入り始めています。公的調査と公表値

で「いまどこまで来ているか」を押さえます。

総務省 令和7年版 情報通信白書が示す、国内企業の生成AI利用の広がりです。 出典

49.7%
生成AIを積極活用する国内企

業（2024年度、前年42.7%）

55.2%
何らかの業務で生成AIを利用

する企業

50%超
NTTドコモ ネットワーク保守

AIの対応時間削減

導入の最大の懸念は「効果的な活用方法がわからない」で、次いで情報漏えい等のセキュリ

ティ、コストと続きます。使い方を見つけられるかどうかが分かれ目です。NTTドコモは

2026年2月、ネットワーク保守向けのAIエージェントを商用化し、100万台超の装置情報を

横断分析して異常検知・対処案提示までを行い、対応時間を従来比50%以上削減したと発表

しています。Microsoft 365 Copilot の国内大企業での本格導入率は約42%との市場推計もあ

ります。

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/html/nd112220.html


ルールも追いついてきています

国の「AI事業者ガイドライン」は2026年3月に第1.2版へ更新され、AIエージェントへの対応や、人

が要所で確認するHuman-in-the-Loopの考え方が強化されました。著作権の整理は文化庁が公開し

ています。

SOURCES

総務省 令和7年版 情報通信白書（企業のAI利用）

NTTドコモ ネットワーク保守AIエージェント

経済産業省 AI事業者ガイドライン（第1.2版）

ORIENTATION 11

海外の広がり方

海外では「広く使われているが、効果の実感はこれから」という段階です。規模感と方向性をつ

かんでおきます。

Gartnerは、企業向けアプリへのAIエージェント搭載が2026年末に約40%へ達すると予測しています。

出典

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/html/nd112220.html
https://www.docomo.ne.jp/info/news_release/2026/02/25_01.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20260331_report.html
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2025-08-26-gartner-predicts-40-percent-of-enterprise-apps-will-feature-task-specific-ai-agents-by-2026-up-from-less-than-5-percent-in-2025


71%
生成AIを業務で恒常利用する

企業（McKinsey 2025）

40%
2026年末までにタスク特化AI

エージェントを搭載する企業

向けアプリ（Gartner予測）

約7,250億
ドル

主要4社の2026年AIインフラ投

資（前年比77%増）

主役のモデルは OpenAI の GPT-5 系、Anthropic の Claude 4.5 系、Google の Gemini 3 系

で、いずれも小刻みに更新が続きます。モデル名は変わりやすいので、研修では「現行の最

新を使う」とだけ覚えてください。Microsoft 365 Copilot も裏で複数社のモデルを使い分け

る方式に移っています。最大の流れは、答えるだけのAIから、複数のツールをまたいで作業

を最後までこなすエージェント（自律型AI）への移行です。ただしGartnerは過熱への警鐘

として、エージェントAIプロジェクトの4割超が2027年末までに中止されるとも予測してい

ます。

11.1 運用・IT領域

現場に最も近い動きが、AIOps と「AI SREエージェント」です。インシデントを自分で調査

し、根本原因を特定して修正を提案・実行する「オンコールの相棒」が登場し、流れは「AI

が推奨する」から「ガードレールの中でAIが実行する」へ進みつつあります。

SOURCES

McKinsey: The State of AI（2025）

Gartner: 企業向けアプリの40%にAIエージェント

（2026）

Gartner: エージェントAIプロジェクトの中止予測

欧州委員会: EU AI Act
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https://www.mckinsey.com/capabilities/quantumblack/our-insights/the-state-of-ai
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2025-08-26-gartner-predicts-40-percent-of-enterprise-apps-will-feature-task-specific-ai-agents-by-2026-up-from-less-than-5-percent-in-2025
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2025-08-26-gartner-predicts-40-percent-of-enterprise-apps-will-feature-task-specific-ai-agents-by-2026-up-from-less-than-5-percent-in-2025
https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2025-06-25-gartner-predicts-over-40-percent-of-agentic-ai-projects-will-be-canceled-by-end-of-2027
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai


貼ってよい情報と、確かめる出力

便利な道具ほど、使い方の線引きが要ります。ここでは細かい規程の話ではなく、現場で押さえ

ておきたい勘どころを概要レベルで共有します。詳しい社内ルールは貴社の規定が正です。

そのまま使える 人が確認して

直す／消す

渡した資料に根拠がある

例

メモに書いた日時・作業内容の整形

入力した情報をそのまま使っている

根拠あり

AIが補った推測

例

書いていない原因の断定

それらしい数値・固有名詞

要確認

特に数字・固有名詞・手順の正しさは、最後に人が確認してください。

AI の出力

AI出力のうち根拠のある部分と推測で補われた部分を、人が仕分けして使う流れを示しています。

12.1 入力で気をつけること

情報

出してよい情報か

顧客名・個人情報・社外秘の構成情報をチ

ャットに貼ってよいかは、貴社の社内ルー

ルに従ってください。迷う情報はダミーに

置き換えます。

サービス

使ってよいサービスか

業務で使えるAIサービスは会社が指定しま

す。事前セットアップで案内されたサービ

スを使ってください。

学習

学習に使われるか

サービスや契約によって、入力内容が学習に

使われるかが異なります。業務用に設定され

た環境を使うのが基本です。



12.2 出力で気をつけること

生成AIはもっともらしい誤りを返すことがあります。数字・固有名詞・手順の正しさは、最

後に必ず人が確認してください。特に障害報告や顧客向け文書のように責任が伴うものは、

AIの出力をそのまま出さず、内容を読んで判断した人が責任を持つ形にします。AIは下書き

を速く作る担当、最終判断は人、という分担が基本です。

そのまま提出しない

AIが作った文章を確認せずに顧客へ送る、手順書としてそのまま運用に載せる、といった使い方は

事故のもとです。「たたき台が速くできた」価値と、「正しさは人が担保する」責任を分けて考えて

ください。

12.3 著作権・ライセンスの留意点

AIが作った文章や画像が、既存の著作物に似てしまうことがあります。社外に出すものは、

特定の作品に酷似していないかを人が確認してください。社内で使う下書きでは問題が小さ

くても、公開・配布する文書では注意が要ります。著作権の考え方は文化庁が整理して公開

しています。

12.4 理解度セルフチェック

3問で振り返り

Q1. 生成AIが事実と違う内容を自信ありげに答える現象を何と呼びますか。

フリーズ

ハルシネーション

タイムアウト

Q2. 顧客名や社外秘の構成情報をチャットに貼ってよいか迷ったとき、最初にすべきこと

は。



とりあえず貼って試す

AIに「貼ってよいか」と質問する

社内ルールを確認し、迷う情報はダミーに置き換える

Q3. AIが作った障害報告のドラフトを関係者に出すとき、正しい扱いは。

事実と断定の有無を人が確認してから送る

速報性が大事なのでそのまま送る

AIにもう一度「正しいですか」と聞けば確認は不要

この章は入口です

本格的なAIガバナンスの整備は会社全体の取り組みになります。今日はまず、現場の一人ひとりが

入力と出力で気をつける勘どころを押さえれば十分です。

SOURCES

文化庁 AIと著作権について 経済産業省 AI事業者ガイドライン（第1.2版）

ORIENTATION 13

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/20260331_report.html


伝わる指示の書き方

2026年のコツは、小手先のテクニックより「新人だが優秀な同僚に頼むつもりで、目的と背景を

素直に書く」ことです。午後のワークでそのまま使う型を押さえます。

Microsoft公式のプロンプト入門です。Goal・Context・Source・Expectationsの4要素で書くと伝わり

やすくなります。 出典

13.1 Microsoftが薦める4要素（Goal / Context / Source / Expectations）

要素 書くこと 例（運用報告メール）

Goal（ゴール）
達成したいこと（必

須）
今週の運用報告メールの下書きを作って

Context（文脈） 読み手・用途・背景
宛先は顧客の情シス担当、対象は定期メンテと軽微

障害1件

Source（ソース）
参照する資料・デー

タ
週次運用ログと障害票を参照（添付や「/」で指定）

Expectations（期

待）
トーン・形式・分量 丁寧語・本文400字程度・最後に次週予定を一行

https://support.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365-copilot/get-started-writing-prompts-in-microsoft-365-copilot


必須は「明確なゴール」だけ。残り3つを足すほど精度が上がります。Copilotではファイル

名の前に「/」を打つと、その資料を参照させられます。

13.2 効くコツと、ありがちな失敗

ありがちな失敗 対処

「いい感じにまとめて」と曖昧 読み手・用途・文字数・形式を具体的に書く

背景を渡さず丸投げ 文脈とソースを渡す（Copilotは「/」でファイル指定）

一発で完成を狙う 往復前提で初稿を見て条件を足す

SOURCES

Microsoft: Copilotプロンプト入門（4要素）

Microsoft Learn: 効果的なプロンプトを書く

Anthropic: プロンプト ベストプラクティス

OpenAI: Prompt engineering

ORIENTATION 14

役割を与える（「あなたは運用報告を書く担当者です」）

出力の形を指定する（見出し・箇条書き・文字数）。否定形より「〜してほしい」と肯定形で

例を2〜3個見せると、形式とトーンが安定する

一度に全部頼まず段階に分けて頼む。初稿を見て条件を足す（往復前提）

https://support.microsoft.com/en-us/microsoft-365-copilot/get-started-writing-prompts-in-microsoft-365-copilot
https://learn.microsoft.com/en-us/training/modules/write-effective-prompts-do-more-prompting/
https://platform.claude.com/docs/en/build-with-claude/prompt-engineering/claude-prompting-best-practices
https://developers.openai.com/api/docs/guides/prompt-engineering


午後のワークへの橋渡し

午後は3つの題材で、実際にチャットAIに文章を作らせます。座学で押さえた「指示して、返って

きた文章を直す往復」をそのまま手で体験してもらいます。

14.1 よくある疑問

14.2 今日の持ち帰りゴール（再掲）

研修の最後に、自分の担当業務の中で生成AIを使えそうな作業を最低ひとつ書き出します。

3つの題材を体験する中で「これは自分のあの作業に似ている」と感じたものを覚えておい

てください。それが持ち帰りの種になります。

メモの準備を

午後のワーク中に「自分の業務だとこれが使えそう」と思いついたら、その場で書き留めてくださ

い。まとめワークで使います。

不安

うまく指示できる自信がない

最初から完璧な指示は要りません。短く頼

んで、返答を見て「もっと短く」「敬体で」

と足していけば十分です。やり方は午後に手

順をなぞります。

不安

仕事が奪われないか

AIが速くするのは下ごしらえだけです。何を

報告するか、どう対応するかの判断は人の

仕事として残ります。判断に時間を回せるよ

うになる道具だと捉えてください。

不安

間違った文章が出たら

それが普通です。出力は下書きとして扱い、

事実と数字を人が確認して直す前提で使い

ます。確認のひと手間を省かないことが安全

に使うコツです。
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